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児
童
生
徒
の
自
殺
者
数
は

２
０
２
２
年
が
５
１
４
人
に

上
り
、
統
計
が
あ
る
１
９
８

０
年
以
降
最
多
。
２３
年
は
こ

れ
に
次
ぐ
多
さ
で
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。
協
力
者
会
議
で

は
自
殺
予
防
教
育
に
つ
い
て

「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
」
に
関

す
る
教
育
モ
デ
ル
の
構
築
、

１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
教
育
相
談
と

早
期
把
握
・
早
期
支
援
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

先
進
的
な
自
治
体
や
学
校

の
取
組
、
さ
ら
に
２
０
１
４

年
作
成
の
「
子
供
に
伝
え
た

い
自
殺
予
防
―
学
校
に
お
け

る
自
殺
予
防
教
育
導
入
の
手

引
」
を
踏
ま
え
た
教
育
モ
デ

ル
と
な
る
。
文
科
省
の
２４
年

度
予
算
に
は
「
い
じ
め
対
策

・
不
登
校
支
援
に
関
す
る
調

査
研
究
」
事
業
の
一
環
と
し

て
「
自
殺
予
防
教
育
の
指
導

モ
デ
ル
開
発
」
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。

同
手
引
で
は
自
殺
予
防
教

育
の
目
標
を
「
早
期
の
問
題

認
識
」
（
自
他
の
心
の
危
機

に
気
付
く
力
を
つ
け
る
）
、

「
助
け
を
求
め
る
態
度
を
促

す
」
（
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
、

相
談
す
る
力
を
育
む
）
で
あ

る
と
方
向
づ
け
。
そ
の
た
め

核
と
な
る
内
容
は
①
自
殺
の

深
刻
な
実
態
を
知
る
（
学
校

や
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ

る
）
、
②
心
の
危
機
の
サ
イ

ン
を
理
解
す
る
、
③
心
の
危

機
に
陥
っ
た
自
分
や
友
人
へ

の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
、
④
地

域
の
援
助
機
関
を
知
る
。

ま
た
実
践
の
下
地
に
は
既

存
の
教
育
活
動
と
し
て
「
生

命
尊
重
の
教
育
」
、
「
心
身

の
健
康
教
育
」
、
「
暖
か
い

人
間
関
係
を
築
く
教
育
」
な

ど
の
取
組
が
重
要
だ
と
示
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
実
施
に

向
け
て
校
内
・
保
護
者
と
の

合
意
形
成
、
養
護
教
諭
や
Ｓ

Ｃ
・
地
域
関
係
機
関
と
の
支

援
・
連
携
体
制
構
築
、
ハ
イ

リ
ス
ク
児
童
生
徒
へ
の
事
前

・
事
後
ケ
ア
な
ど
を
配
慮
事

項
に
述
べ
て
い
る
。

同
手
引
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
例

は
「
い
の
ち
の
危
機
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
」
（
１
時
間

目
）
、
「
い
の
ち
の
危
機
を

支
え
合
う
た
め
に
」
（
２
時

間
目
）
と
い
う
２
時
間
で
完

結
で
き
る
展
開
例
を
掲
載
。

自
殺
予
防
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
「
き
よ
う
し
つ
」
（
き

づ
い
て
、
よ
り
そ
い
、
う
け

と
め
て
、
し
ん
ら
い
、
つ
な

げ
る
）
を
知
り
、
良
い
聞
き

手
と
な
り
身
近
な
援
助
機
関

を
知
る
、
と
い
う
流
れ
。

自
殺
予
防
教
育
を
実
践
す

る
時
間
は
学
級
活
動
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
、
道
徳
な

ど
を
推
奨
。

さ
ら
に
「
実
施
と
同
時
に

子
供
の
実
態
に
合
わ
せ
て
自

殺
予
防
教
育
に
つ
な
が
る
様

々
な
取
組
を
行
い
、
『
下
地

作
り
を
す
る
こ
と
』
が
重

要
」
「
日
頃
実
施
し
て
い
る

教
育
活
動
に
自
殺
予
防
教
育

の
下
地
作
り
（
基
盤
）
と
な

る
内
容
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
、
連
動
さ

せ
て
行
う
こ
と
が
、
子
供
及

び
教
師
の
抵
抗
感
を
少
な
く

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
先
ご
ろ
、

理
数
系
教
育
に
重
点
を
置
い

た
研
究
開
発
を
行
う
「
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
」
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
支
援
事

業
の
２
０
２
４
年
度
の
新
規

採
択
に
、
基
礎
枠
４７
校
（
開

発
型
・
実
践
型
３７
校
、
先
導

的
改
革
型
３
校
、
認
定
枠
７

校
）
、
文
理
融
合
基
礎
枠
１４

校
（
開
発
型
・
実
践
型
１３

校
、
先
導
的
改
革
型
１

校
）
、
科
学
技
術
人
材
育
成

重
点
枠
４
校
の
指
定
内
定
を

公
表
し
た
。
将
来
に
向
け
て

国
際
的
な
科
学
技
術
人
材
の

育
成
を
目
指
す
も
の
で
、
２

０
０
２
年
か
ら
継
続
実
施
し

て
い
る
。

開
発
型
は
新
規
性
の
あ
る

教
育
課
程
等
の
研
究
開
発
を

実
施
す
る
も
の
。
実
践
型
は

今
ま
で
に
開
発
し
て
き
た
教

育
課
程
等
の
実
践
的
な
研
究

開
発
を
実
施
す
る
も
の
。
先

導
的
改
革
型
は
科
学
技
術
人

材
育
成
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム

上
の
課
題
を
自
ら
設
定
し
、

そ
の
課
題
に
挑
戦
す
る
意
欲

的
な
研
究
開
発
を
実
施
す
る

も
の
。
認
定
枠
は
科
学
技
術

人
材
育
成
の
全
国
的
な
モ
デ

ル
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
研
究

開
発
の
成
果
を
基
に
し
た
多

様
な
実
践
活
動
を
展
開
・
普

及
す
る
も
の
。

各
研
究
指
定
の
期
間
は
原

則
５
年
間
、
先
導
的
改
革
型

は
３
年
間
と
な
っ
て
い
る
。

主
な
取
組
に
は
①
高
大
・

企
業
連
携
に
よ
る
興
味
関
心

の
喚
起
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
等
に
よ
る
課
題
研
究
、
②

海
外
の
高
校
・
大
学
等
と
の

連
携
に
よ
る
国
際
的
に
活
躍

す
る
意
欲
・
能
力
の
育
成
、

社
会
貢
献
等
、
③
探
究
・
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
を
推
進
す
る

た
め
、
希
望
す
る
管
理
機
関

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
（
２０
機
関
程
度
）
な
ど
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

文
科
省
の
今
年
度
予
算
で

は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
支
援
事
業
に
前
年

並
み
の
２３
億
円
を
計
上
。
指

定
校
は
新
規
６５
校
程
度
を
含

む
２
３
５
校
程
度
で
、
支
援

額
は
１
年
目
１
２
０
０
万

円
、
２
・
３
年
目
は
年
１
０

０
０
万
円
、
４
年
目
以
降
年

７
５
０
万
円
。

国
際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

国
内
大
会
参
加
者
の
約
３
分

の
１
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
（
課
題
研

究
型
国
際
コ
ン
テ
ス
ト
）
に

出
場
し
た
日
本
代
表
生
徒
の

５
割
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
生
徒

で
あ
る
な
ど
、
科
学
技
術
分

野
で
の
活
躍
ぶ
り
か
ら
一
定

の
成
果
が
計
ら
れ
る
。

児
童
生
徒
の
２
０
２
３
年
の
自
殺
者
数
は
文
部
科
学
省
集
計
で
５
０
７
人
と
な
り
、

過
去
最
高
だ
っ
た
前
年
よ
り
や
や
減
少
し
た
が
２
年
連
続
し
て
５
０
０
人
を
超
え
て
い

る
。
文
科
省
は
２４
年
度
か
ら
先
進
的
な
自
治
体
・
学
校
の
取
組
を
踏
ま
え
て
「
自
殺
予

防
教
育
」
の
実
践
的
な
モ
デ
ル
や
啓
発
資
料
づ
く
り
を
行
う
。
先
ご
ろ
開
催
さ
れ
た

「
児
童
生
徒
の
自
殺
予
防
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
（
座
長
＝
窪
田
由
紀
・

九
州
産
業
大
学
特
任
研
究
員
、
以
下
「
協
力
者
会
議
」
）
で
確
認
さ
れ
た
。

先
ご
ろ
デ
ジ
タ
ル
庁
は
２

０
２
３
年
に
行
っ
た
「
高
等

学
校
入
学
者
選
抜
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
関
す
る
調
査
研
究
」

の
実
施
報
告
書
を
公
開
し

た
。
高
等
学
校
へ
の
進
学
率

が
９９
％
と
い
う
現
状
に
か
か

わ
ら
ず
、
入
試
の
必
要
書
類

が
紙
媒
体
で
作
成
・
提
出（
郵

送
・
手
渡
し
等
）さ
れ
て
い
る

実
態
が
あ
り
、
教
員
が
負
担

と
感
じ
る
事
務
作
業
が
発
生

し
て
い
る
。
事
務
作
業
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と

で
、教
職
員
や
生
徒
・
保
護
者

の
負
担
の
抜
本
的
な
軽
減
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
同

調
査
研
究
は
現
行
、
必
要
書

類
が
紙
媒
体
で
作
成
・
提
出

さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の

書
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
（
デ
ー

タ
作
成
・
デ
ー
タ
送
付
）が
可

能
か
を
検
証
。そ
れ
に
よ
り
、

ど
れ
だ
け
の
業
務
効
率
化
が

見
込
め
る
か
を
検
証
し
た
。

大
半
の
中
学
校
が
高
等
学

校
へ
の
出
願
書
類
提
出
は
直

接
持
参
、
又
は
郵
送
で
行
わ

れ
、
１
中
学
校
当
り
約
７
時

間
か
ら
２０
時
間
を
要
し
て
い

た
。
内
申
書
は
Ｐ
Ｃ
入
力
し

て
い
る
が
、
紙
媒
体
に
出
力

し
持
参
（
又
は
郵
送
）
と
い

う
手
続
き
が
と
ら
れ
、
出
願

書
類
の
様
式
が
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
で
配
布
さ
れ
る
た
め
編

集
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り

「
デ
ー
タ
の
連
続
性
が
失
わ

れ
て
い
る
」
と
指
摘
。
さ
ら

に
Ｐ
Ｃ
が
普
及
し
て
い
る
今

日
で
は
、
日
常
的
な
書
類
作

成
は
文
書
作
成
ソ
フ
ト
や
表

計
算
ソ
フ
ト
で
作
成
さ
れ
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
事
務
書

類
は
デ
ー
タ
で
整
理
さ
れ
て

い
る
た
め
、
無
駄
な
く
事
務

作
業
を
行
う
土
台
が
整
っ
て

い
る
が
、
最
適
化
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
の
実
情
を
指
摘
。

「
必
要
な
視
点
と
し
て
デ
ー

タ
の
整
備
・
組
織
間
の
デ
ー

タ
連
携
共
有
を
考
慮
し
た
デ

ジ
タ
ル
活
用
が
必
要
」
だ
と

し
た
。

■
そ
の
ま
ま
デ
ー
タ
を
互
換

調
査
研
究
は
「
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
期
待
」
と
し
て
以
下

を
提
示
し
た
。
①
中
学
・
高

校
感
の
異
な
る
組
織
間
で
の

連
絡
が
多
い
の
で
、
デ
ー
タ

そ
の
ま
ま
で
の
や
り
と
り
が

効
率
的
、
②
必
要
書
類
を
電

子
化
し
て
シ
ス
テ
ム
上
で
の

提
出
を
可
能
に
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
事
務
作
業
の

大
幅
な
軽
減
に
つ
な
が
る
、

③
全
国
で
必
要
書
類
・
書
類

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
標
準
化
す

る
こ
と
で
、
自
治
体
を
ま
た

い
で
出
願
す
る
場
合
の
提
出

書
類
の
相
違
が
な
く
な
り
効

率
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
る
、
④
導
入
コ
ス
ト
と
メ

リ
ッ
ト
を
勘
案
し
、
デ
ジ
タ

ル
１
・
０
〜
デ
ジ
タ
ル
３
・
０

の
中
か
ら
適
し
た
も
の
を
選

択
し
、
可
能
な
範
囲
か
ら
対

応
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
、

⑤
高
校
入
試
だ
け
に
限
ら
ず

校
務
全
般
の
事
務
作
業
が
効

率
化
で
き
れ
ば
、
教
員
の
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

向
上
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
。

高等学校入試に関わる出願書類の提出には、大半
の中学校が持参か郵送で行われ、所要時間は１校
当たり７～２０時間。データ整理が行われていない
ためで、デジタル庁の調査研究は「土台が整って
いるが最適化できていない」と指摘している

国
連
は
毎
年
４
月
２
日
を

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ

ー
」
、
４
月
２
日
か
ら
８
日

を
発
達
障
害
啓
発
週
間
に
定

め
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
し

た
発
達
障
害
へ
の
理
解
を
促

進
す
る
機
会
と
し
て
広
く
呼

び
掛
け
た
。
国
内
で
は
日
本

実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り

関
係
省
庁
が
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、

ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
制
作
・
配
布
し
て
い
る
。

https://www.worlda
utismawarenessday.jp/

自
閉
症
に
は
誤
解
が
多
い

一
方
、
正
し
く
理
解
し
適
切

な
接
し
方
が
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。
文
部
科
学
省
は

２
０
２
３
年
３
月
、
「
通
常

の
学
級
に
在
籍
す
る
障
害
の

あ
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の

在
り
方
に
関
す
る
検
討
会

議
」
の
報
告
を
受
け
、
普
通

学
級
に
在
籍
す
る
障
害
児
童

生
徒
に
効
果
的
な
支
援
の
在

り
方
と
し
て
、
校
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
校
内
の

支
援
体
制
の
強
化
な
ど
今
後

に
向
け
た
方
針
を
示
し
た
。

農
林
水
産
省
が
小
・
中
学

生
を
対
象
に
、
農
業
の
歴

史
、
農
業
遺
産
、
農
村
の
共

同
活
動
な
ど
農
村
の
大
切
な

役
割
や
魅
力
を
学
習
で
き
る

４
つ
の
教
材
を
制
作
。
農
水

省
補
助
事
業
で
制
作
主
体
は

㈱
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ナ
ル
。
コ
ン
テ
ン
ツ
は
左
記

の
同
社
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
上
で

公
開
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

活
用
で
き
る
。

https://www.nhk-e
d.co.jp/business/kyoz
ai/nougyou/

〈
小
学
生
向
け
〉

【「
草
刈
り
は
地
球
を
救

う
」
〜
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
つ

な
が
る
農
村
の
共
同
活
動

〜
】
＝
農
村
の
共
同
活
動
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
マ
ン
ガ
や
ク
イ

ズ
で
学
ぶ
。
高
学
年
向
け
。

【
農
業
遺
産
で
学
ぶ
「
米

づ
く
り
学
習
」
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
案
・
授
業
案
】
（
指
導
者

用
）
＝
小
学
校
教
員
が
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
や

「
社
会
科
」
の
授
業
で
農
業

遺
産
等
を
扱
い
な
が
ら
、
農

業
に
関
す
る
学
習
を
深
め
ら

れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
と
授

業
案
。
地
域
や
学
校
の
特
色

に
合
わ
せ
て
活
用
で
き
る
。

〈
中
学
生
向
け
〉

【
農
業
遺
産
か
ら
見
る
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
持
続

的
農
業
・
林
業
・
水
産
業
】

＝
中
学
校
「
地
理
」
の
「
日

本
の
諸
地
域
」
で
活
用
で
き

る
補
助
教
材
。
国
内
の
６
つ

の
地
方
の
農
業
・
林
業
・
水

産
業
、
農
業
遺
産
地
域
の
特

徴
的
な
農
林
水
産
業
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

【
ミ
ー
と
ト
ラ

瑞
穂
の

国
の
大
冒
険
〜
田
ん
ぼ
の
軌

跡
を
た
ど
る
旅
〜
】
＝
「
歴

史
」
学
習
ま
ん
が
。
猫
の
ミ

ー
と
ト
ラ
が
歴
史
を
旅
す

る
。
稲
作
の
始
ま
り
か
ら
農

業
の
歴
史
を
た
ど
り
、
土
地

改
良
の
社
会
的
役
割
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
。

３面 学校施設・整備

４‒５面 春の学校図書館

６面 生成ＡＩの教育活用

８面 教育委員会対象セミナー名古屋

９面 教育委員会対象セミナー神戸

１０面 教育旅行・体験学習

高
知
県
の
須
崎
市
教
育
委

員
会
（
細
木
忠
憲
教
育
長
）

で
は
、
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
地
域
全
体
で
推
進
し
て
お

り
、
地
域
団
体
の
「
て
く
テ

ッ
ク
す
さ
き
」
と
連
携
し

て
、
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
実
施
、
地
域
学
習
等
を
行

っ
て
い
る
。

１
人
１
台
端
末
を
主
体
的

に
活
用
す
る
授
業
改
善
に
つ

い
て
も
特
徴
的
な
取
組
を
行

っ
て
い
る
。

須
崎
市
の
小
規
模
校
で
は

主
体
的
な
学
び
を
進
め
る
た

め
の
取
組
と
し
て
、
複
式
学

習
で
の
手
法
で
あ
る
「
学
習

ガ
イ
ド
」
を
単
学
級
で
も
取

り
入
れ
、
情
報
端
末
の
有
効

活
用
に
つ
な
ぐ
授
業
を
進
め

て
い
る
。

こ
の
学
習
ガ
イ
ド
と
は
、

複
式
学
習
で
教
員
が
い
な
い

場
面
で
進
行
役
の
子
供
が
授

業
を
進
め
る
形
式
だ
。
こ
れ

を
市
で
は
情
報
端
末
の
有
効

活
用
と
関
連
づ
け
な
が
ら
進

め
て
い
る
。

須
崎
市
立
吾
桑
小
学
校
の

算
数
授
業
で
は
進
行
役
の
子

供
が
司
会
を
し
な
が
ら
、
複

式
学
級
に
お
い
て
２
つ
の
学

年
が
そ
れ
ぞ
れ
学
習
者
用
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
用
い
て
自

ら
課
題
を
解
決
し
て
い
く
学

習
を
進
め
て
い
た
。
教
員
の

出
番
は
極
め
て
少
な
い
。
複

式
学
級
以
外
の
単
学
級
に
お

い
て
も
、
進
行
役
の
子
供
が

司
会
し
な
が
ら
進
め
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
主
体
的
な

学
び
の
構
築
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

今
後
、
市
全
体
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
開
催

す
る
須
崎
市
。
さ
ら
に
、
幼

児
期
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

公
立
保
育
園
に
お
い
て
ア
ン

プ
ラ
グ
ド
教
材
を
活
用
し
た

実
践
を
実
施
す
る
予
定
で
、

学
習
ガ
イ
ド
等
に
よ
る
学
習

形
態
と
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の

両
面
か
ら
子
供
た
ち
の
主
体

的
・
創
造
的
な
学
び
を
支
え

て
い
く
考
え
だ
。

全
国
養
護
教
諭
連
絡
協
議

会
は
第
２６
回
研
修
会
を
８
月

９
日
か
ら
９
月
２０
日
ま
で
Ｗ

ｅ
ｂ
開
催
す
る
。
動
画
は
４

テ
ー
マ
で
各
１
２
０
分
、
計

４
８
０
時
間
。
視
聴
は
各
１

回
の
み
。
テ
ー
マ
と
講
師
は

次
の
通
り
。

〈
「
勇
気
づ
け
と
承
認
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
〉

＝
チ
ー
ム
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
代

表
取
締
役
・
三
浦
将
氏

〈
始
ま
り
は
子
供
か
ら
〜

児
童
生
徒
ら
の
今
と
未
来
を

守
る
〜
〉
＝
日
本
薬
剤
師
会

常
務
理
事
・
富
永
孝
治
氏

〈
「
明
日
か
ら
役
立
つ
！

保
健
室
で
行
う
判
断
・
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
コ
ツ
」
〉
＝
千

葉
市
立
青
葉
病
院
総
合
診
療

科
医
長
・
廣
瀬
裕
太
氏

〈
児
童
生
徒
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
〉
＝
奈
良
県
立
医
科

大
学
精
神
医
学
講
座
教
授
・

岡
田
俊
氏

参
加
申
込
は
６
月
１９
日
〜

７
月
２４
日
。
参
加
費
は
会
員

５
０
０
０
円
、
そ
れ
以
外
６

０
０
０
円
。
申
込
＝
会
員
は

同
会
Ｈ
Ｐ
会
員
専
用
ペ
ー
ジ

「
第
２６
回
研
修
会
申
込
フ
ォ

ー
ム
」、会
員
以
外
は
同
Ｈ
Ｐ

ト
ッ
プ
画
面
「
第
２６
回
研
修

会
申
込
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
。
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～須崎市の１人１台端末活用の取組から～～須崎市の１人１台端末活用の取組から～

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

自
殺
予
防

教

育

実
践
的
モ
デ
ル
作
成
へ

自
殺
予
防

教

育

実
践
的
モ
デ
ル
作
成
へ

２
０
２
４
年
度
事
業
で
啓
発
資
料

「
相
談
力
」育
成
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
活
用
等

34主体的に学ぶための学習ガイドの育成34主体的に学ぶための学習ガイドの育成

日本実行委員会がＷｅｂ開設

４月２日～８日
発達障害啓発週間
４月２日～８日
発達障害啓発週間

複式学習の手法「学習ガイド」を
単学級でも取り入れ授業を進めている

Ｓ
Ｓ
Ｈ
新
た
に
６５
校

文
科
省
が
科
学
人
材
の
育
成
目
指
し

新
規
指
定
前
年
並
み

２３
億
円
計
上

高校入試の事務７～２０時間高校入試の事務７～２０時間

校
務
シ
ス

テ
ム

活
用
で
負
担
軽
減
を

全
養
連
研
修
会
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催

全
養
連
研
修
会
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催

農
水
省
が
小
・
中
向
け
教
材

農
村
の
役
割
な
ど
を
学
習

（１） ２０２４年（令和６年）４月１５日（月曜日）

書類の標準化で効率的に

高
校
入
試
の
デ
ジ
タ
ル
化

デ
ジ
タ
ル
庁
が
調
査
研
究 kks＠kknews.co.jp
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教員研修
授業活用

教員研修
授業活用連載 ＧＩＧＡ端末を活かす！


